
  

（１）生徒一人ひとりを大切にした授業の実践（だれ一人取り残さない指導） 
①生徒が興味・関心を持ち主体的に学ぶ授業を実践する。 

②学びに向かう姿勢を育む。 

③学び続ける教師となり、指導技術の向上を図る。 

地域に誇れる コミュニティ・スクール 太平中

学校教育目標 社会に貢献できる人材の育成

【目指す生徒像】

社会で生きる自立した人材

を育てる学校 

・常に学び続ける意思を持ち、日々の授業で勝負できる教師 

・生徒の行動をよく把握し、適切な時期に適切な支援のできる教師 

・生徒や保護者から信頼される人間性豊かな教師 

・危機管理意識を持ち、誠意とスピードを持ってチームで対応できる 

教師 

・謙虚さを持って教育活動を推進できる教師 
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（２）「規律ある態度」の育成 
①社会性と規律ある態度を育成する。 

②関係機関と連携した生徒指導体制を構築する。 

（５）健康保持と体力の向上 
①家庭、地域社会との連携を図った健康管理を徹底する。 

②積極的に運動に親しむ資質や能力を育て、基本的な体力を高める。 

（６）人権教育の充実 
①自他の人権を尊重する教育をさらに推進する。 

②友だちを大切にし、思いやりと感謝の心を持って人に接する生徒を育む。 

（３）積極的な生徒指導の推進 
①いじめの問題について早期に認知する体制を強化する。 

②不登校生徒の支援対策について強化する。 

③カウンセリングマインドに基づく、心の通じ合う教育相談を進める。 

④あいさつや服装などの基本的な生活習慣の定着を図る。 

   

（７）危機管理の徹底 
①過去の災害や事故の教訓を踏まえ安全体制の見直しと構築を図る。 

②学校安全、施設設備の瑕疵の絶無を期した報告・連絡・相談・確認を徹底する。 

   ③教職員の服務の厳正、会計事故、生徒事故、教育課程の事故の絶無を期する。 

  

学校経営方針 太平中学校の伝統と良き校風を引継ぎ、教職員の英知とチームワークにより、  

地域を担う知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成に努める。  

   小中一貫教育の推進 （規律ある態度を育てる道徳教育） 

夢を育み 未来を創る 上尾の教育 持続可能な社会の創り手

本年度の重点項目 

（４）進路指導・キャリア教育の充実 
①進路指導・キャリア教育の更なる推進を行う。 

②教育活動を通し、生徒自らが夢を持って生き方を考えられるようにする。 

③生徒が目標を達成できるよう計画的・組織的・継続的に取り組む。 

（８）教職員の働き方改革の推進 
①学校行事等の精選や校務の見直しを行う。 

②部活動等の活動や大会参加について見直しを行う。 

③年間を通して１カ月の時間外在校等時間８０時間の教職員を０にする。 

④定時退勤推奨ウィークを適切な時期に設定する。 

⑤学校全体で働き方改革をチームで進める。 


